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令和 8 年 4 月 6 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

◆ ： ◆

◆ ：

＜目的＞

＜成果＞

◆ 連携した結果に対する意見または評価

◆ 今後の連携強化に向けた課題

納品時の対応やコミュニケーションについて、職員が同行していることで状況の確認がしやすく、スムーズに業務を進めることが

できている。継続的なやり取りを通じて、作業や納品の流れも安定してきており、今後も無理のない形で連携を続けていければと

考えている。

企業側の障がい者理解を深め、どのような作業が出来るのかニーズを的確に示し作業能力や生産性を向上させていく

： 作業内容や移動に伴う負担については個々

の状況に応じた調整が今後の課題として整

理された。

活動の様子の写真・成果物の写真

： 職員同行のもと、納品作業および取引先と

のコミュニケーションを含めた業務を計画

的かつ安全に実施することができた。

： 実際の就労場面を想定した経験を積むこと

で、利用者の就労準備性や対人対応力の向

上が確認できた

3名

：

：

：

製品検査および組立て作業から納品作業までの工程

に継続して関わることで、就労に必要な作業理解や

対外的な対応力の向上を図る

◆

◆

実施した結果

得られた成果

課題点

◆

地域連携活動の

ねらい

地域にとっての

メリット

対象者にとっての

メリット

◆

利用者数

実施した生産活動

施設外就労の概要

◆

◆

◆

連携先企業名 戸出化成株式会社 担当者名 三箇　玲子

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

活動場所

◆ 実施日程

戸出化成株式会社

：

・地域企業の人材不足への対応として、納

品作業業務を切り出し、施設外就労として

実施することで障害者の働く場づくりに取

り組んでいる。

・取引先とのコミュニケーション

R7年4月～令和8年3月

：

人材不足が課題となっている地域企業の業務の一部

を担うことで、地域課題の解決に寄与するとともに

企業における障がい者理解の促進につながる

取引先とのやり取りを通じて地域の一員として働く

意識を育み、あわせて自ら関与した製品が実際の業

務の中で活用される経験を通して、就労意欲や自己

有用感の向上につなげることを目的とした。
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